
第
八
巷
　
　
紹

介

湯
瀬
糠
鐙
濟
思
想
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
中
村
孝
也
著

　
著
者
が
往
年
、
帝
國
學
士
院
の
推
篶
に
基
き
、
東
照
宮
三
百
年

祭
記
念
會
の
研
究
補
助
費
を
受
け
て
研
究
さ
れ
た
、
近
世
縄
濟
事

箭
の
研
究
報
告
中
、
印
綱
の
囲
難
少
き
一
巻
に
、
多
少
の
修
正
を

施
し
て
公
比
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
三
の
三
三
史
ミ
回
す
る

も
の
・
多
く
が
、
経
濟
事
實
の
．
歴
史
で
あ
ろ
か
、
経
回
學
史
で
あ

っ
た
に
謝
し
て
、
本
書
は
當
時
の
縄
濟
思
想
を
研
究
の
封
象
ピ
し

た
も
の
で
あ
る
事
は
、
本
書
葱
紹
介
す
る
誰
も
が
、
必
壷
特
詑
す

べ
き
事
で
あ
る
だ
ら
う
、
太
書
の
結
構
組
織
に
評
し
て
は
、
薯
者

の
言
に
從
へ
ば
、
形
式
上
嶋
し
内
容
上
一
こ
の
爾
方
面
か
ら
考
案
し
て

組
立
て
エ
あ
る
。
形
式
方
面
よ
り
見
る
な
ら
ば
、
第
一
章
の
序
読

に
始
り
、
第
二
章
に
於
て
三
尊
ミ
政
治
ミ
道
徳
ミ
の
閣
係
を
見
て

総
じ
て
武
家
階
級
本
位
の
維
欝
政
策
論
た
り
ぐ
」
言
っ
て
居
り
、
こ

の
こ
章
を
以
て
内
容
上
の
概
論
に
充
て
、
且
つ
慨
回
数
章
の
結
論

ミ
し
て
居
る
。
第
三
章
以
下
は
、
其
内
容
に
於
て
は
、
前
二
章
に

論
及
し
た
ん
事
柄
の
論
謹
で
あ
っ
て
、
其
形
式
土
は
之
を
経
濟
に

蔵
す
る
根
本
概
念
、
生
産
論
、
交
換
論
、
分
配
論
、
濡
講
論
、
財

　
　
　
　
　
　
　
赦
が
　
嚇
　
號
　
　
　
一
一
ハ
ニ
　
　
（
…
編
ハ
ニ
）

政
論
の
諸
項
に
分
ち
、
以
て
葡
段
の
概
論
に
鋤
す
る
各
論
を
試
み

て
二
一
る
。
離
、
章
二
二
の
†
｛
て
｛
刀
ゆ
ぞ
ご
兄
し
て
さ
へ
、
伽
揮
何
に
本
漁
日
が
仔

新
し
い
意
義
を
有
す
る
研
究
で
あ
．
る
か
を
窺
知
す
る
事
が
出
來
る

で
あ
ら
う
。
、
而
し
て
創
れ
も
當
晴
の
経
濟
學
煮
の
国
魂
を
可
な
り

親
切
に
摘
録
し
て
あ
る
事
は
、
経
濟
懸
者
の
藩
書
を
手
に
し
得
猿

も
の
に
も
、
よ
く
其
所
依
を
知
る
事
が
出
隔
て
便
利
で
あ
心
。

　
（
旧
版
四
五
八
頁
、
定
三
三
、
七
〇
，
國
民
文
化
研
究
會
獲
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
以
上
中
村
〕

　
　
　
醗
現
代
欧
洲
政
治
及
魁
會
史
　
　
渡
蓬
幾
治
郎
謬

　
世
界
大
職
後
公
刊
せ
ら
れ
た
る
一
般
史
・
こ
し
て
は
好
著
の
、
評
あ

る
ジ
。
エ
ス
。
シ
ヤ
ピ
ロ
氏
の
著
書
ウ
幽
呂
。
暑
μ
p
ゴ
畠
9
．
二
。
塁
・
、
『
帥
「
団

野
δ
速
§
諏
蓉
。
薫
が
、
渡
邊
民
の
時
明
流
暢
な
る
筆
を
以
て
邦

文
に
課
漣
せ
ら
れ
し
こ
マ
」
は
、
窪
に
護
書
写
の
爲
に
慶
賀
す
べ
き

事
な
り
ε
す
。
本
書
は
筆
を
十
八
量
紀
末
の
歓
洲
耽
謡
歌
勢
に
超

こ
し
、
世
雰
職
璽
の
終
結
に
及
び
贋
り
、
章
を
重
ぬ
る
こ
ミ
ニ
十

七
、
題
名
の
示
す
如
く
現
代
欺
部
類
國
の
政
治
界
及
び
醗
會
生
活

の
實
絹
を
説
き
、
能
く
亘
細
の
黙
に
亙
り
而
も
叙
述
簡
約
を
旨
ミ

せ
る
は
錬
熟
せ
る
著
者
の
手
腕
を
窺
ふ
に
足
れ
り
。
課
文
は
所
謂



全
課
な
ら
す
、
比
較
的
重
要
な
ら
ざ
る
部
分
郵
入
に
興
味
鞭
き
部

分
は
こ
れ
を
省
略
し
、
叉
間
々
硬
論
・
こ
認
め
ら
る
転
衡
所
少
な
か

ら
ざ
れ
さ
も
、
達
意
を
震
ε
せ
る
文
膿
は
よ
く
原
著
の
五
趣
を
憾

へ
て
些
の
弛
憾
な
き
も
の
S
思
は
る
。
由
來
泰
西
祖
道
が
佛
蘭
西

革
命
以
前
の
両
膝
史
に
於
い
て
見
事
に
成
功
せ
ろ
如
き
、
秩
序
整

然
た
る
統
合
的
編
述
を
以
て
、
十
九
世
紀
以
降
の
最
近
世
史
を
取

扱
は
ん
ε
す
る
は
至
難
の
事
に
属
す
。
ま
し
て
や
近
時
史
界
の
趨

勢
た
る
丈
化
史
的
態
度
を
以
て
、
生
活
諸
相
の
統
一
的
把
握
を
試

み
時
代
の
叫
般
精
騨
や
主
潮
傾
向
を
詮
か
ん
ミ
す
る
は
、
定
に
其

困
難
測
り
知
る
べ
が
ら
ざ
る
も
の
あ
る
な
り
。
本
書
は
こ
の
難
事

を
遽
志
し
學
界
の
鋏
絡
を
補
へ
る
感
作
ミ
し
て
推
奨
す
る
に
は
聯

か
躍
醸
す
べ
き
も
の
な
れ
普
も
、
兎
に
角
類
書
中
の
臼
眉
－
こ
し
て

將
た
最
新
の
編
述
β
し
て
、
「
般
談
書
子
の
繕
護
を
薦
む
る
や
切
な

り
。
〔
植
村
〕

　
　
　
⑭
疏
球
伊
波
目
ハ
塚
瀦
賦
掘
報
告
　
　
　
大
由
，
粕
著

　
大
正
九
年
四
月
琉
球
地
方
進
行
の
際
同
地
中
頭
郡
美
里
村
伊
波

の
貝
塚
の
恥
部
を
襲
掘
調
査
し
て
良
好
な
る
結
果
を
潜
め
た
る
大

田
公
爵
が
こ
れ
に
關
す
る
一
切
の
図
録
ミ
研
究
の
結
果
㌔
こ
を
網
羅

・
第
入
巷
　
　
紹

介

し
て
學
界
に
提
供
せ
る
も
の
を
本
編
ε
な
す
。

母
斑
は
先
づ
海
獣
の
動
機
よ
り
は
じ
ま
り
、
次
に
慧
跡
の
地
形
－
こ

其
の
鼻
歌
、
嚢
掘
の
経
過
、
貝
燈
の
欺
寿
ぐ
」
慧
物
の
關
係
の
諸
項

に
亙
り
、
四
枚
σ
實
測
繍
を
絹
ひ
て
精
細
に
録
す
る
庭
あ
り
、
第

五
鼠
輩
物
の
研
究
に
於
い
て
は
、
こ
れ
を
土
器
、
石
器
及
び
石
類

骨
導
器
、
貝
器
等
に
分
ち
て
一
々
に
就
い
て
の
客
観
的
の
記
載
噂
こ

共
に
著
者
猫
自
の
研
究
を
録
し
、
伸
出
の
翻
転
、
魚
骨
等
に
就
い

て
は
石
蛸
、
岸
上
爾
博
士
、
員
殻
に
黙
し
て
は
岩
川
敏
授
の
調
査

成
蹟
を
紹
介
し
て
す
べ
て
に
遺
漏
な
か
ら
ん
事
を
期
せ
り
。
此
の

遣
物
の
研
究
は
蓋
し
本
編
の
骨
子
た
る
も
の
に
し
て
、
発
冊
の
七

分
を
こ
れ
に
割
き
、
特
に
土
器
に
就
い
て
は
「
咋
年
の
考
吉
界
」
に

て
紹
介
す
る
塵
あ
り
し
著
者
の
新
考
案
に
な
る
紋
襟
論
を
以
て
、

其
の
性
質
の
推
究
を
試
み
、
我
が
有
史
以
前
の
各
種
の
土
器
中
に

て
占
む
る
塵
の
位
置
を
決
定
す
る
に
つ
ε
め
た
る
は
注
意
に
値
す

溺
に
巻
末
に
猫
弓
丈
に
て
硬
概
を
録
し
、
ま
九
同
地
天
願
貝
塚
其

他
に
　
上
す
る
附
録
あ
り
。

　
著
者
の
記
蓮
に
依
る
に
本
貝
塚
は
其
の
性
質
に
於
い
て
鰻
に
東

京
犬
學
の
松
村
瞭
氏
の
調
査
嚢
表
せ
る
同
島
萩
堂
貝
塚
に
極
め
て

近
似
せ
る
こ
、
こ
明
な
り
。
こ
れ
は
琉
球
の
史
前
研
究
上
興
味
多
き

麓
ザ
　
一
　
號
　
　
　
一
点
ハ
三
　

（
一
六
三
）


